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　もし、災害が発生した時は、まず

自分の身の安全を第一とし、落ち着

いて自分とペットの安全を確保する。

突然の災害で、ペットもパニックに

なり、いつもと違う行動をとること

があるので、ペットを落ち着かせる

とともに、逸走やケガなどに気をつ

ける。その際、リードをつけたり、ケー

ジに入れるなどして、ペットの安全

に配慮する。

  犬の場合

 ● リードを付け、首輪が緩んでいないか確認する。

　● 小型犬はリードをつけた上で、キャリーバッグやケージに入れるのもよい。

　 猫の場合

　● キャリーバッグやケージに入れる。

 ● キャリーバッグなどの扉が開いて逸走しないようにガムテープなどで

　固定するとよい。

◎同行避難する際の準備の例

　避難をする際には、飼い主はペッ

トと一緒に避難する同行避難が原

則となる。発災時に外出している

などペットと離れた場所にいた場合

は、自分自身の被災状況、周囲の

状況、自宅までの距離、避難指示

等を考えて、飼い主自身によりペッ

トを避難させることが可能かどうか

の判断が必要となる。

　万が一、ペットとはぐれた場合に

は、ペットについての情報や避難時

のペットの状況について、自治体の

動物担当部署、警察等に届ける。

　また、やむを得ずペットと一緒に

避難できず、自宅等に置いてきた場

合には、自治体の動物担当部署に

相談する。

（6）災害時の心がまえ

人とペットの安全確保

ペットとの同行避難
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避難所では、周りの人への配慮が必要

　避難所・仮設住宅では、様々な人

が集まり共同生活をするため、動物

との暮らしが苦手な方やアレルギー

の方もいることを認識しなければな

らない。これまでの災害では、ペット

がいることによってつらい避難生活

の中での心の安らぎや支えとなった

という声がある一方、咬傷事故や鳴

き声への苦情、体毛や糞尿処理など

衛生面でトラブルになることもある。

　避難所や仮設住宅では、ペットの

飼育管理は飼い主の責任で行う。衛

生的な管理を行うとともに、飼い主

同士等で周りの人に配慮したルール

を作ることも必要である。

　また、ペットは、ストレスから体調

を崩したり、病気が発生しやすくなる

ため、飼い主はペットの体調に気を

配り、不安を取り除くように努める。

　 避難所・仮設住宅におけるペットの飼育マナーと健康管理
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　避難所におけるペットの取扱いは様々であり、屋内で飼育が認められて

いる場合やペット専用係留場が設置されている場合、また人とペットが車

中生活するなど避難所により対応は異なっていた。

避難所でのペットの飼育事例（東日本大震災）

ペットとの車中泊（仙台市）

ペット専用係留所で飼育されている様子（岩手県）

屋内で飼育している様子（岩手県県南地域） 人とペットの同居テント（仙台市）
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＜普及啓発の方法＞
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　飼い主に対して前述の事項を普及啓発するにあたっては、リーフレッ

トの作成やウェブサイトでの公開、公報や回覧板等の活用、研修会の

開催やペット同行も含めた避難訓練の実施など、あらゆる機会を通じて

普及啓発に努める。

● 環境省「備えよう！いつもいっしょにいたいから」

　災害時にペットと一緒に避難するために、普段から備えておくことや、避

難所等で気をつけることなどをまとめた飼い主向けのパンフレット。

→ 環境省：http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/pamph/h2309a.html
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＜普及啓発の方法＞
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● 新潟県獣医師会「準備しておきたい防災グッズと心構え」

→ 新潟県獣医師会：http://www.niigatakenju.or.jp/05aigo/05pdf/bousai_new.pdf

● 仙台市 「避難訓練の際に配布している災害啓発のチラシ」

仙台市では、避難訓練の際に、災害が起こったときに備えて平常時から飼

い主が準備しておくことについてまとめたチラシを配布している。
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